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日本学術振興会 

プロセスシステム工学第 143 委員会 

委員長 山下 善之 

 

プロセスシステム工学第１４３委員会 

第 228 回委員会・ 令和 2 年度第 4 回研究会 開催通知 

（143 委員会ホームページ http://www.pse143.org/） 

 

１．日 時：2021 年 2 月 19 日（金）13：00 ～ 17:00 

 

２．場 所：オンライン会議  

    

  

 

  

    

 

 

３．委員会：(13:00 ～13:10) 

 

４．研究会：(13:10 ～17:00)  

  テーマ：ＤＸ時代のプラント運転 

 

13:10 ～ 14:00 「閉ループシステム同定入門」 

京都大学 丸田一郎氏 

＜概要＞ 制御系内で稼働するシステムから得られた入出力データに

基づくモデル構築は閉ループシステム同定と呼ばれ，特段の注意を要

する．これはシステム同定の基本となる，対象システムとモデルの出

力を比較し，誤差の最小化を指針としてモデルを調節するアプローチ，

すなわち予測誤差法を安易に適用できないことによる．本講演では閉

ループシステム同定の難しさと，その簡便な対処法である安定化予測

誤差法について解説する． 

 

14:00 ～ 14:50 「XR による超人化技術・技能継承のためのソリューションの 

実例紹介」 

株式会社ポケット・クエリーズ 佐々木宜彦氏 

＜概要＞ VR・AR・MR（Mixed Reality）などの XR コンテンツが世

の中に様々出てきました．ゲーム等に限らず，医療，教育，建築等で

も広がりの可能性があります．そのような中，「ゲームのちから」をキ

ーワードに「ひとを夢中にさせるソリューション」で，人のくらしに

役立つ実用開発を展開中のポケット・クエリーズの実例を通し、今後

の見通しについて解説する． 

 

14:50 ～ 15:10 休憩 

 

 

http://www.pse143.org/


15:10 ～ 16:00 「化学プラントにおける積分プロセスの制御 

 −重要性を知り適切に設計する−」 

三菱ケミカルエンジニアリング株式会社 竹田浩伸氏 

＜概要＞ 化学プラントにおいて，積分もしくは積分近似特性を持つ

重要プロセスは多いにも関わらずその認識は薄く，その制御設計技術

もなおざりと言わざるを得ない．また一口に積分プロセスと言っても

実プラントでは特性や制約は多様性に富み個別の事情に応じた対応が

必要である．本講演では積分プロセスの概観とともに，解決すべき課

題のうち幾つかを取り上げ，現実的解決方法のあらましと，取組みに

おける工学的感性の大切さを示したい． 

 

16:00 ～ 16:50 「高炉溶銑温度制御ガイダンスの実用化」 

JFE スチール株式会社 橋本佳也氏 

＜概要＞ 製鉄業における溶鉱炉は固気液の３相が共存する大規模か

つ複雑なプロセスであり，未だにオペレーターによる手動操業に依存

している．プロセス自動化による高効率・安定操業を目指して，本研

究では，炉底部から排出される銑鉄（溶銑）の温度制御のための操業

ガイダンスシステムを開発した．炉内反応や伝熱現象を考慮した物理

モデルをベースとした非線形モデル予測制御による操業ガイダンスシ

ステムを実プラントに実装し，温度ばらつきを 1.9℃低減することに成

功した． 

 

16:50 ～ 17:00 総括 

 




